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はじめに
今回の講師にお呼びいただいたきっかけは、私
が 2014年 12月に松山大学の図書館情報学講演会
で講演したときの講演録を読まれた担当者の方
が、興味を持っていただいたことと伺っていま
す。どこでどう繋がるは分からないので、「アウ
トプット」をきちんと残し、公開することが大事
だと再認識しました。同時に、担当者の方の「面
白い！繋がりたい！」というお気持ちが大変あり
がたく、「連携」の基本はそういう担当者の熱意
にあることも再認識しました。
レジュメにも書いたとおり、今日の講演の目
標、すなわち参加されているみなさんに期待する
「アウトカム」（Outcome）は、ご自身の図書館の
「連携」に関して、「みなさん自身がワクワクでき
るネタ、キーワードを見つけること」です。その
ために、簡単なワークも行います。この 90分は
ただ話を聞くという姿勢で座っているのではな
く、自分が檀上に立っていると思って、積極的
に、前のめりに参加してください。
1．なぜ「アウトプット」ではなく「アウトカム」
なのか
「アウトプット」は、インプットしたものを処
理して出力することで、ちょっと動けばできるも
のです。一方「アウトカム」は、他人や自分が出
力したものを見直し、さらにそこから気づいて、
主体的に何かを達成するものです。そもそも、ワ
クワクした気持ちの持続には「アウトカム」、つ
まり主体的に実践してみることが必要で、それに
は、感じたことや体験したことをまず自分の言葉
に置き換えてみることが大切だと、私は考えてい
ます。
2．「面白いか、面白くないか、それだけが問題だ」
松山大学の講演会でも主張しましたが、連携を
これまでのサービスの延長線上だけで論じるのは
ナンセンスです。
連携は「図書館って何だろう？」という問いな
しには語れないと考えます。もちろん、図書館に
対するイメージはそれぞれ違いますし、大学と公
共でも図書館の使命は異なりますから、定義づけ
自体に意味はありません。図書館員が自ら問いか
け続けることがポイントです。そして、一旦、自
分の中で答えを固めても、それで満足せず、さら
に問いかけ続けることが必要です。
私も、文献を読んだり、連携事業を活発にされ
ている図書館を訪問し、直接お話を聞いたりし
て、自分なりに連携について言語化を試みまし
た。現時点での結論は、連携に必要なのは一言で
言うと「面白いか、面白くないか、それだけが問
題だ」です。本人すら面白くないことに、連携が
成立するとは思えません。
少し話が横道にそれますが、私の講演スタイル
はパッチワークにイメージが近いと思っていま
す。同じ素材を使っても同じ作品（講演）は二度
とできないし、作品や講演の面白さは、素材の組
み合わせの面白さによって生まれると考えていま
す。連携にも同じことが言えるのではないでしょ
うか？
3．私が出会った連携の達人たち（公共図書館編）
ここから、私が実際にお会いして印象に残った
図書館のことをお話します。実は、一昨日、恵庭
市の図書館を訪問し、職員の方のお話に大変感銘
を受け、感動したのですが、まだ自分の言葉でお
伝えできるほど自分の中で咀嚼できてないので、
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今日は割愛します。
1）くまもと森都心プラザ図書館（熊本県）
2015年 6月に突撃で訪問してきました。一番
衝撃的だったのは「趣味がナンパです」と公言し
ている司書の存在です。彼女はその後、図書館長
になられましたが、積極的に地域の集まりに顔を
出して、その場で一番格好良い、一番面白そうと
いう人に声をかけることを趣味にされているそう
です。もちろんその「ナンパ」が図書館の連携事
業に繋がっていくのですが、声をかける瞬間はノ
ープランだそうです。最初から図書館側の目論み
を持って、声をかけても、面白くない。ナンパは
成功しない。とりあえずその場に行ってみて、面
白そう、話したい、一緒に何かできそう、という
空気感を作っていくのがコツだとおっしゃってい
ました。たしかにナンパが上手い人の空気感って
そういうものだろうなと思います。
彼女が地元のラジオ番組に出演した時にもその
話（図書館長はナンパが趣味！）をされていま
す。この番組はインターネットで公開されていま
すから、ぜひお聞きください。これを聞いてワク
ワクしないなんてあり得ません。
Kumamoto Saturday Waiting bar TDK 第 112
回 カリスマ館長・河瀬裕子さんの「図書館
にはナンパが大事なの！」のお話（2016年 3
月 26日）
http : //barcolon-dh.seesaa.net/article/435682310.
html
2）紫波町図書館（岩手県）
紫波町図書館は、IRI（知的資源イニシアティ
ブ）が選出する Library of the Year 2016の優秀賞
を受賞されていますが、私がぴぴっときたきっか
けは、2014年に紫波町図書館の方が農業支援事
業に関して語られた文章を目にしたことです。
「図書館はどのようなことをすれば、図書館
としての強みや役割を果たしつつ、相手の役
に立てるのかということばかり考えていた。
しかしいつも、連携する相手はいかに図書館
にメリットを生むか考えてくれていた。」（国
立国会図書館 図書館調査研究リポート
No.15「地域活性化志向の公共図書館におけ
る経営に関する調査研究」，2014）
私はこの言葉に従来の考えから一歩進むことで
図書館員自身が気づきを得た「アウトカム」を感
じました。それで、是非、現地に行って、実際に
見たい、お会いしてみたいと直感的に思ったので
す。
スライドでお見せしている写真は、ちょうど私
が訪問した日（2016年 6月 15日）に開催されて
いた『夜のとしょかん』の様子です。この『夜の
としょかん』や次のスライドでお見せした『紫波
マルシェ×図書館 キッズ店長』のイベントは、
なによりも地域や実施パートナーとの繋がりを大
切にされていて、それがイベントの成功、持続性
に繋がっていると感じました。
新しい連携事業を立ち上げねばと思うと、どう
してもガチガチに構えてしまいがちですが、紫波
町図書館を訪問してまず感じたことは、図書館の
懐の深さというか、身構えないというか、全体的
に柔らかくてすぐ溶け込める雰囲気です。どの試
みもイベントも入念に準備をされての結果です
が、それを感じさせない普通の空気感がとても印
象的でした。
3）多治見市図書館（岐阜県）
多治見市図書館は、昨年度の Library of the
Year の大賞を受賞されています。受賞理由は、
主催者 HP によると「地域の産業である陶磁器産
業への支援を、ビジネス支援・産業支援として位
置づけコレクションを構築し、資料収集に際して
は、積極的に地域に出て行って住民との交流を通
して収集しているという点」への高い評価です。
訪問して館内のコレクションを見せていただ
き、それを実感しました。まさに日々「司書が足
で稼いで」集めた陶芸資料の宝庫です。手に入り
にくい展示会のカタログや出品目録等、美術館の
学芸員や地元の陶芸家とも良好な関係を築き、常
にコンタクトを取って良い資料を集めていらっし
ゃる様子を垣間見て、これも図書館の地域連携だ
ろうと感じました。
さらに、驚いたのは、地元の金融機関から古い
資料を貰い受けに行った際、金融機関担当者から
図書館長に町の活性化について尋ねられたという
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話です。その場で館長は自分の考えやアイデアを
率直に話されたそうですが、館長がそのこと（町
の活性化について図書館長がフランクに意見を言
う）を特別なことと思っていらっしゃらないこと
に、私は驚きました。これまで地域資料や陶芸資
料の収集を丁寧にされてきたことで構築されてき
た地元との強い信頼関係を感じさせられたエピソ
ードです。
4．閑話休題「卵の殻を破る！？」のメタファー
について
さて、ここで少し話題を変えてリフレッシュし
ましょう。
「卵の殻を破る」は、連携や新規事業の話でも
よく使われるメタファーです。しかし、当人は殻
を破っているつもりでも、冷蔵庫の中でスーパー
に売っている透明なパックに入った状態、つまり
現状維持の安心した状態で、殻を破った気になっ
ていないか？ということを感じることがありま
す。
とは言え、周りが現状維持で「本当は殻を破っ
ていない」状態でも、1人くらいは「私、ハムエ
ッグになる！」と果敢に自らの殻を破って、透明
パックからも飛び出して、ハムと話をつけて連携
しちゃう卵が現れるかもしれませんね。でも、図
書館業界に起こりがちなことは、「これからはハ
ムエッグの時代だ！」と誰かが言うと、みんなハ
ムエッグにしかならないことです。「ゆで卵でも
いいじゃん！」とか「スポンジケーキになれるも
んね！」と言う人が少ないことです。
さて、この話を聞いて、咄嗟に「他にどんな卵
料理があるかしら？オムレツ？卵焼き？」と考え
ちゃった人は頭がまだまだ固いと思います。固定
観念から抜け出せないです。だって、卵は食べる
以外にもいろいろ使い道があるはずなのに「料
理」に特化して考えては、発想が広がりません。
誰かの言動にならっているうちは殻を破ったこと
にならない、と自戒を込めて事あるごとに思い出
すメタファーです。
5．私が出会った連携の達人たち（大学図書館編）
1）鶴見大学図書館（神奈川県横浜市）
鶴見大学文学部、鶴見大学図書館、神奈川県立
図書館との連携事業で、市内の小学生に実際に古
典籍に触れて学んでもらう事業（小学生向けレク
チャー「昔の本にさわってみよう！」）を行って
いらっしゃいます。鶴見大学図書館は、古典籍の
コレクションを多数所蔵されていますが、小学生
に古典籍の原本を触らせちゃうの！？と疑問に思
う人もいるかもしれませんね。連携事業は最近の
試みですが、そのルーツをたどると、20年くら
い前、古典文学の大家でもある当時の図書館長
が、「貴重書を死蔵していても意味はない。死蔵
するためにコレクションしているのではない」と
宣言され、そのマインドを図書館で伝え続けてき
たそうです。
私が実際に鶴見大学図書館の方にお話を伺って
いちばん驚いたのは、事業内容そのものではな
く、鶴見大学では教員と職員が一緒に仕事をする
のはごく当然の日常的なことであり、図書館の方
が「連携」という言葉さえ意識していなかったこ
とです。ノウハウ、ハウツー、マニュアルという
レベルではなく、何が大事なのかというマインド
が、世代を超えて受け継がれていることが、その
ことからも感じられました。
2）東京学芸大学附属図書館（東京都小金井市）
スライドで見ていただいているのは、2015年
に図書館内に設置されたラーニング・コモンズの
中にある「学びのマッチングボード」です。この
ボードには、学生、院生が学びたいこと、伝えた
いことを自由に書くことができます。図書館の担
当者はその内容を見ながら、ワークショップや研
究会やイベントの実現に向けてアレンジする仲人
のような役割を果そうとされています。
図書館員自身が動くというより、個人と個人を
結びつけることで面白い活動に繋がるかも、それ
が図書館の機能としても重要だと思ってスタート
されたそうで、この話を伺い、私はこれも図書館
連携事業の 1つの形だと感じました。
学びのマッチングボード
http : //www.u-gakugei.ac.jp/̃libref/learning_sup-
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porter/?page_id＝746
3）帝京大学メディアライブラリーセンター（東
京都八王子市）
帝京大学メディアライブラリーセンターといえ
ば、「共読ライブラリー」で有名なところです。
「共読ライブラリー」は、松岡正剛氏が率いる編
集工学研究所、いわばプロ中のプロと手を組んで
実現されているプロジェクトです。こういう話を
聞くと、「いいなぁ、お金のある大学図書館は…」
羨望ともやっかみとも言える気持ちがつい沸いて
しまいますが、私が帝京大学の方にお話を伺って
強く思ったのは、もちろん予算のこともあります
が、それだけではないということです。
それは、プロと仕事をするためには図書館側の
マインドの変革が必要であるということです。帝
京大学のご担当者は、図書館はどうありたいかを
徹底的に言語化した上で、相手に伝え続けて行く
努力をされていました。特に、「プロに使われる
のではなく、プロと仕事をするのだ」と繰り返し
されていたのが、私には大変印象的でした。
6．ワークタイム
以上、6つ事例を紹介しましたが、みなさんの
周りの方やあるいは自分自身を思い浮かべて、
「繋ぐのが上手い人」の共通項は何かということ
を考えてみましょう。まずは、ひとりで 1分間、
自分の意見をまとめてください。そのあと 3分間
でお隣の方とお互いの意見をシェアします。最後
に 3組に発表していただきますが、発表の際は、
自分の意見だけではなく、お隣の方の意見もブレ
ンドして端的にまとめて発表してください。
～～ ワークタイム ～～
発表 1：人当たりがよくて相手のことを考え
られる、考え方が柔軟、何でも関係ないと思
わない。
発表 2：社交的で常にアンテナを張ってい
る、有り得ない思いつきや結びつきの発想を
持っている。コミュニケーション能力、明確
な目標や聞く力を持つ。フットワークの軽
さ、フラットに人の話を聞く。
発表 3：他人に興味を持ち、別の界隈の人と
積極的に話ができる、ブレーキをかける役で
はなく進めて行く人。外にばかりアンテナを
向けるのではなく、自分たちについてもしっ
かり説明できる人。
積極的な発表をありがとうございました。みな
さんの意見にもありましたが、私も「繋ぐのが上
手い人」が、超個性的で、特殊能力の持ち主とは
どうしても思えないのです。もちろん各々の性格
は違いますから、全員が初対面でいきなり上手い
コミュニケーションが取れるとは思わないし、取
ることが必要だとも思いません。人見知りでも、
次に繋がるコミュニケーションが取れるか、さら
に繋がりのマインドを次世代にも伝えられるかが
大切なのではないでしょうか。起ち上げた連携事
業が、最初の担当者がいなくなったからできなく
なってしまったというのでは辛いです。
連携事業に携わる方々は、凄い個性よりは普通
の個性が、そしてできるだけ違う個性が集まるこ
とが重要だと思います。また、現状でも状況は決
して悪くはないけれど、でも決してその状況に満
足もしていないというマインドが大きな要素で
す。もう少しで何とかなりそうかもとモヤモヤし
ている気持ちは、ワクワクしている気持ちとほと
んど一緒だと私は思っています。
別な言葉で私が思う連携の達人たちを表現する
と、彼・彼女たちにはある種の色気や緩さがあ
り、相手に身構えさせない雰囲気があります。非
常にフラットな感じで気負いなく会いに行き、話
を進めます。話がまとまらなかったらそれまでと
割り切っているけど、どこで今後繋がるかわから
ないし、全てを切るわけではなく、その縁は大切
にする、そういうマインドと行動が見て取れま
す。
7．私の「連携」経験の振返り
私自身の振返りとして、以前勤務していたお茶
の水女子大学（以下、お茶大）での話をします。
私は、2006年度から 2009年度の 4年間、お茶大
に勤務しました。図書館にラーニング・コモンズ
を設置したのは、2007年 3月です。そして、
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2007年にお茶大が採択された文部科学省の「現
代 GP（現代的教育ニーズ取組支援プログラ
ム）」の企画提案の中に「キャリアカフェ」の設
置が含まれているのを知りました。図書館にカフ
ェを造りたいとひそかに考えていたので、これは
チャンス到来！と思いました。まずは、図書館ス
タッフの気持ちを盛り上げようと、学内での進行
状況を探り、それを即座にスタッフに知らせまし
た。例えば、「今のところ詳細は全く未定ですが、
未定ということはこれから何とでもできる楽しみ
があることです。」などとも伝えました。未定は
「大変」ではなく「楽しい」とスタッフに暗示を
かけたのです。
当時、自分自身にとって面白く、そして面白い
から一緒にやろうと部下に語れることを探してい
ました。だから、自分自身も学内外にアンテナを
立てていたし、学内の情報が集まるアンテナ的な
人とも仲良くしていました。それから物事はスピ
ード重視だと思っていたので、GP 担当教員に最
初に会いに行く時には、図書館のしたいことや図
書館内にカフェを作ることのメリットについて簡
潔な資料を作って行きました。また、誰でも初め
ての仕事をするのは不安であり、少し面倒でもあ
り、色々言い訳をしたくなるものですが、連携相
手にお会いしたとき、最初の一言はネガティブな
発言を絶対しないというのだけは守っていまし
た。
当時、自分の中で決めていたことはまとめると
3つです。日頃から面白いことに対してアンテナ
を立てておくこと。必要な時に一気に決めるた
め、やりたいことやアピールしたいことは自分の
言葉で言語化しておくこと。そして、弱気なネガ
ティブな気持ちも持たないでもありませんでした
が、それは決して最初の段階では見せない、とい
うことです。
2010年 3月、お茶大から異動する最後の日に
スタッフに語ったことが 3つあります。まず仕事
というものは、結果よりもプロセスが面白いと思
いなさい。これは逆説的に、結果を焦らないよう
伝えたつもりです。2つ目は、思いつきや勘から
のスタートでもよいということです。ただし最後
に美しく言語化ができていないと次に繋がらない
し、人を口説くことはできないということです。
3つ目は、残念ながら同じ経験をしても学べる人
と学べない人がいるという事実です。連携事業は
机上のものではないし、特に他者との繋がりは経
験しないと学べないものですが、経験だけが必ず
しも成長を促す訳ではない以上、やはり自分なり
の言語化やメタファー化が必要だということで
す。
そして、この 3つを通してもっとも伝えたかっ
た大事なことは、マインドの継承です。マインド
というと、抒情的なイメージを持たれるかもしれ
ませんが、私は、マインドはもっと戦略的なもの
だと考えています。過去のある時点で、私が実践
したことを未来永劫続けて欲しいとは思いませ
ん。しかし、柔軟で戦略的で相手ありきのマイン
ドだけは残したかったのです。
8．紹介したいその他の事例
1992年に NACSIS-ILL と英国の BLDSC が接
続した時の話をします。交渉したのは当時の
NACSIS（現 NII の前身機関）事業部長の雨森弘
行氏です。雨森氏の書かれた記録によりますと、
この連携事業は、英国側にメリットがなかったこ
ともあり、初日は物別れに終わったそうです。た
だ雨森氏には猛烈な熱意と使命感があり、日本の
大学図書館全体のために必ず合意したいと考えた
そうです。そして、英国側の担当者に、この接続
は両国にとって非常に大事な事業であることを説
得し続け、結果的に次の日に交渉がまとまったの
です。その経緯を雨森氏は、「英国側の物事を前
進させようとする強い意志力と深い見識、決断の
早さや実行力に心から敬服した、新しい歴史の一
歩を踏み出す時には、利害や理屈を超えた意志の
力によって物事が前進することが確かにあるだろ
う」と書かれています。（雨森弘行「すべての図
書館をすべての利用者に～世界の図書館の一体化
に向けて」中部図書館学会誌 vol.35 1994. 3 巻
頭言から）
これほど大きな仕事でなくとも、みなさんもそ
ういう瞬間を感じたことがありませんか？その時
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は気づきにくいものですが、振り返ってみれば、
あの瞬間の、あの行動が大事であったと思うこと
がありますよね。私は「そのタイミングは逃さな
いようにするんだよ」ということを次世代に伝え
て行きたいと思っています。
それともう 1つ、文献からご紹介します。アメ
リカのカーネーギー図書館長が書かれた『新しい
サービスを立ち上げる際に図書館員として重要な
こと 6つ』です。（「地域活性化志向の公共図書館
における経営に関する調査研究」p.197から）中
でも私は、「地域コミュニティのニーズやウォン
ツを肌身で感じ取り自分の確信に変えること」が
大事だと思います。地域連携という言葉を持ち出
すまでもなく、自分のこととして実感できるか、
本気で考えられるか、それは、最初に申し上げた
「面白いか、面白くないか、それだけが問題だ」
に通じるマインドです。
9．パッチワークと連携は似ている
最初に私のプレゼンテーションはパッチワーク
的であると言いました。
パッチワークは連携と似ています。まず各々の
素材、パーツにはある程度「尖り感」が必要で
す。一方「尖り感」が必要だからと言って、他の
素材と全然合わないのも困るので、尖っているけ
ど、なじみやすいという性質が求められます。パ
ッチワークには、全体として同系色とか同じモチ
ーフとか何らかのテーマ性が必要です。連携も、
素材としての自分や相手の特徴を際立たせると同
時に、全体としてテーマが調うように、共通点を
見つけるようにするのが大事でしょう。また、パ
ッチワークは縫い目がほつれないように丁寧なケ
アが必要ですが、連携も最初はよくてもお互いケ
アしていかなければ、やがてルーチンワークにな
ってモチベーションが落ちて行き、つまらない仕
事になってしまいます。
さらに、一旦完成させた作品でも、さらにパー
ツを繋げばどんどん広がるように、連携も 1回で
終わったり、あるいは連携相手を固定して安心し
てしまったりではなく、さらに広げて行ける可能
性があるものでしょう。そして最も大事なこと
は、作品として全体のバランスやセンスがいいか
を、少し離れて見る視点です。担当者になると目
の前の仕事に必死で、何のために始めようとした
のか俯瞰的に見られなくなることがあるので、全
体的な視線で見直すということが重要なポイント
であると考えています。
10．まとめ──モヤモヤとワクワクは同義語
さて、今日の「アウトカム」は、「みなさん自
身がワクワクできるネタ、キーワードを見つける
こと」だと申し上げました。この 90分間でワク
ワクするネタが見つかった方はそれでよし、そう
でなくても今、なんとなくモヤモヤしている方も
それはそれで充分な「アウトカム」です。もう少
しで何とかなりそうかもとモヤモヤしている気持
ちは、少しだけ視点を変えればワクワクした気持
ちに転じ、それは次のステップが見えている状態
だと、私自身の実感をこめて断言します。
しかし、どうしてもワクワクした気分になれな
いとか、頭が固くて常識的な考えに戻ってしまう
という方には、『トム・ピーターズのサラリーマ
ン大逆襲作戦』（トム・ピーターズ著，TBS ブリ
タニカ，2000，（1）ブランド人になれ！（2）セ
クシープロジェクトで差をつけろ！（3）知能販
のプロになれ！）シリーズ 3冊をお薦めして、本
日の私からの話題提供を締めさせていただきま
す。
（本稿は、2016年 9月 9日に北星学園大学にて開
催された第 58回北海道図書館大会第 4分科会で
の講演内容に加筆・修正したものである。）
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